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第 2章では、対照系（前処理なし）および EP系において水理学的滞留時間（HRT）=47 d で
の長期運転を行った。揮発性固形物（VS）あたりのメタン収率は、それぞれ 420と 460 mL / g
（10％向上）であり、VS生分解性は 87％と 94％（7％向上）であった。メタン濃度はそれぞれ
53％と 68％（10％向上）であった。また、VSSの汚泥収率は 0.082と 0.014 g-sludge / g-added









第 3 章では、AnMBR を使用することによって、EP システムが短い HRT でも安定的な運転
を維持できるかを検討した。 AnMBR 導入は、これらの成長の遅い嫌気性細菌のウォッシュア
ウトを効果的に防ぎ、HRTよりも長い SRTでの操作を可能となった。対照系は、最大有機物負
荷率（OLR）は 8.8 g-COD / L / d（HRT=15 d；SRT=53 d）で運転可能であったが、EP系は






























うことで HRT5 日という、通常の 1/3 の短期間での運転が可能であり、メタン発酵の高性
能化に貢献できる結果を示すことができた。4章では装置の小型化を念頭に、さらなる高負
荷運転を試みた結果、既存報告の中で最も高い負荷での運転が可能であることを示すこと
ができた。このことは前処理技術の一つを示すだけでなく、既存メタン発酵のイノベーシ
ョンにつながるものだと考えられる。 
 各種の実験を通して、メタン発酵能力向上の原理へアプローチしている。汚泥削減およ
び分解特性は Gibbs フリーエネルギーの切り口から、高負荷運転を可能にした要因は菌叢
変化を伴う代謝経路の変化から示すことができた。いずれも既存の研究を一歩進めた考察
から得られたものである。ただ、基質分解速度といった動力学的な評価は十分とはいえず、
今後さらなる考察を行うことが望ましい。 
 公聴会の審議では、使用した模擬厨芥の妥当性、他成分の挙動、装置破綻の評価方法、
菌叢の考察方法、エタノール発酵や嫌気性膜分離法を採用した経緯、などについて質疑応
答が行われ、時間を切らず十分に審議を尽くした。これらのことから本論文の内容は実用
化を念頭におきながらも新規性を持つとともに、メタン発酵の新たな考察方法に踏み込ん
だ内容であるといえ、学位論文としてふさわしい内容であると考える。 
